
2025年度 活動報告

あいち地産地消SAFサプライチェーン推進協議会

2026年2月17日（火）

愛知県経済産業局次世代モビリティ産業課
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資料１－１



2025年度の活動

 「あいち地産地消SAFサプライチェーン推進協議会」の設立
 原料となる廃食用油の回収スキーム構築に向けた検討
 地産地消SAFの価値の見える化＝グレード認証制度の策定・運用に向けた検討
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※2026.2.3現在



推進協議会の設立

第１回会議（2025年8月8日（金）午後3時30分～午後5時）
開催方法・会場 対面とオンライン（Teams）のハイブリッド形式

（会場:愛知県産業労働センター（ウインクあいち））
参加者 大村愛知県知事、提案企業等構成メンバーのほか、

本協議会に関心を寄せる企業・団体が参加
（会場参加:28企業・団体、オンライン参加:27企業・団体）

プロジェクトの事業化支援を始め、この地域でのSAFサプライ
チェーンを構築するため、県知事を会⾧とし、40の企業や市町村
等からなる「あいち地産地消SAFサプライチェーン推進協議会」
を2025年8月8日に設立し、第１回会議を開催。
※第2回会議:2026年2月17日開催予定

• 目的
本県の航空分野におけるCO2排出量削減を図るため、企業や市町村等が連携し、「地産地消SAFサプライチェーン構築プロジェクト」
の推進をはじめ、この地域でのSAFサプライチェーンの構築を目指す。

• 事業
目的を達成するために必要な事項の協議、検討、事業の実施
・廃食用油回収スキーム、トレーサビリティ構築等にかかる課題検討
・プロジェクト推進に係る気運醸成

• 構成メンバー
会⾧ 知事
会員 企業・団体（市町村、一部事務組合を含む。）
アドバイザー 有識者（大学教授等）
オブザーバー 国・県・航空関連企業等
事務局 県次世代モビリティ産業課
※ワーキンググループを設置（各種協議・検討）

• 会員の募集
随時
規約 別紙１入会申込書を事務局へ提出

会員 プロジェクトに関心があり、協議会への参画を希望するとともに、以下
の要件に該当する企業・団体（市町村、一部事務組合を含む。）」

ア 廃食用油等をSAFの原料として本地域のカーボンニュートラルに資する
形で有効活用したい企業・団体

イ この地域の地産地消SAFを航空機に給油するために協力していただける
企業・団体（給油事業者）

ウ この地域の地産地消SAFを利用したい企業・団体（エアライン等）
エ その他、この地域のSAFサプライチェーン構築に関心のある企業・団体

内容
開会挨拶（会⾧:知事）、記念撮影
協議会設立及びプロジェクトの紹介
国内SAFサプライチェーン取組事例紹介
日本航空株式会社/中部国際空港株式会社及び合同会社SAFFAIRE SKY ENERGY
交流会（名刺交換）



ワーキンググループ活動

回収方法・廃掃法関係
・県内市町村解釈の整理
（アンケート調査・
ヒアリング）

・県環境局や環境省本省
へのヒアリングの実施
・民間取組事例の調査

普及啓発・インセンティブ
・インセンティブ付与（民間、
自治体）事例の調査
・普及啓発事業事例の 調査
・県民意識調査の実施

廃食用油回収
推進のための
ガイドブック
を作成

2025年度:家庭系廃食用油の回収について課題を整理

2025年度:「地産地消SAFの価値の見える化」を目指し課題を整理

① 地産地消SAFのコンセプト
地産地消SAFとは何か、どのよ

うに価値化できるか

② トレーサビリティシステムのコンセプト
地産地消SAFを証明をするために何をどのよう

にトレースするか

トレーサビリティシステム実証運用へ



PRイベントへの協力 アオキスーパー全店舗 廃食用油店舗回収開始記念イベント
（すてる油で空を飛ぼうプロジェクト アオキスーパー・日本航空）

 協議会会員である株式会社アオキスーパー及び日本航空株式
会社は、2025年８月からアオキスーパー店頭での廃食用油
回収を行う「すてる油で空を飛ぼう」プロジェクトを実施。

 2025年12月7日には、アオキスーパー全店舗（県内23市町村
50店舗）での回収がスタートし、それを記念するイベントに
協議会会⾧である大村知事が出席。
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パネル展示等、
廃食用油回収や
SAF活用をPR

アオキスーパーがイベントパー
トナーとしてブースやステージ
にて廃食用油回収をPR

2026.2.15（IGアリーナ）
TGC in AICHI･NAGOYA2026
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（参考）地産地消SAFサプライチェーン構築プロジェクトの概要

会社名役割

レボインターナショナル原料の廃食用油の回収、SAF製造 等

NTTデータCO2排出量トレーサビリティシステム等の各種システム開発

㈱ レボインターナショナル愛知工場
愛知県田原市緑が浜二号 1-4
竣 工:2025年 2月
敷地面積:9,768m2
バイオディーゼル生産:3万ℓ/日
SAF生産:600ℓ/日

１．内容
 本地域の飲食チェーン店や家庭等から回収した廃食用油等を原料に、株式会社レボインターナショナルが田原市に設置する
SAF製造プラントにおいて、同社の特許技術であるCO2排出量の少ない方法でSAFを製造し、県内の空港を利用する
エアラインへの供給を目指す

 株式会社NTTデータが開発するトレーサビリティシステムを活用し、廃食用油等の原料の回収・SAF製造・輸送等に伴う
CO2排出量を正確に把握。同システムを活用してSAFの製造工程を含めたCO2削減効果を評価する認証制度の創設等
を検討し、環境負荷の低いSAFの利用促進やSAF製造業者等の本地域への新規参入等を促す

 これらの取組を通じ、原料となる廃食用油等の回収からSAFの製造、供給、利用まで含めた地産地消サプライチェーンの構
築を目指す

２．イメージ

３．提案企業の主な役割

【期待される効果】
廃食用油からSAFを製造した場合
CO2削減量:約3万t/年
※SAFと同時に生成される連産品に
よるCO2削減効果も含む

廃食用油以外の原料（森林資源
等）からもSAFを製造した場合
CO2削減量:約42万t/年


